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令和３年度一般会計当初予算を可決

（1）新型コロナウイルス感染症への対応
　未だ新型コロナウイルス感染症の終息が見られないため、
これまで以上に国や県の動向に注目しながら、町民の安全や
生活を守るための事業を行います。
　今年度予算はワクチン接種への対応や３密対策などの経費
が計上されました。

36億 5,300万円歳入・歳出
　
　令和３年３月に行われた第１回定例会で令和３年度の当
初予算が可決されました。予算の内容をお知らせします。

　「町の財政が健全かどうかの指標」は適正圏内にあるものの、「お金の使い道」がほとんど決まっている状況に
あり、また、町の貯金の少なさを踏まえると、財政の自由度はほぼないと言っても過言ではありません。
　そういった状況の中、「御宿に住む人々が、笑顔で過ごし続けられるための健全財政」を維持するために将来
の需要を見据え、優先度により事業の取捨選択を行います。

町の予算・決算の状況は
ホームページで公開されています。

  ☞

（2）健全財政の維持

（3）地域再生計画など主要計画の推進

町長が掲げた３つの柱

●主な事業
　・ワクチン接種事業
　・コンビニ納付システム導入事業
　・小学校工事請負事業（御宿小学校トイレ等改修）

　これまで、国の交付金を活用して実施してきた地方創生関連事業
は、今年度から全額町の一般財源で事業を行っていくことから、慎
重に事業精査し、計画を進めていきます。
　総合計画後期基本計画については、施策の重要度を再確認しなが
ら、可能な限り優先的に財源を配分し、特に、人口減少対策に力点
を置きます。

▲５月１８日からワクチン接種が始まりました。

▲交流サロンかぐや
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令和３年度一般会計当初予算を可決
● 学校を建てるための貯金（基金）残高は
Q　御宿町公共施設等総合管理計画では、令和９年から
令和１１年で御宿小学校校舎の建て替えが記載されてい
る。現在、教育施設建設基金はいくらか。
A　令和２年度末の基金残高は、約１億８００万円。

★質疑から見る　今年度の予算

▲教育施設検討委員会の様子
　今後の教育施設のあり方が検討されています。

● ミヤコタナゴが生息できる環境整備を
Q　神奈川県にある人工池では、絶滅危惧種のミヤコタ
ナゴの保護増殖が行われている。それを参考に役場下に
ある池の活用はできないか。
A　水利の問題を含め、できるだけ速やかに確認、調査
していきたい。

● 町の厳しい財政状況の要因は
Q　町の財政は厳しい状況が続いているが、この主な要
因は何か。
A　持続可能な財政運営をするため必要な財源を確保し、
歳入に見合った歳出を組んでいく、身の丈に合った歳出
を念頭に置いて予算を組んでいくことが必要。貯金を取
り崩しながら何とか予算編成を行ってきたことが厳しい
財政状況になっているのではないか。
　令和３年度は、身の丈に合った財政運営をするために
町の貯金（基金）の運用などを見直していく。

● アワビの稚貝放流の進捗は
Q　今年度の御宿特産のアワビを増やすための取り組み
（約２００万円）の内容は。

A　稚貝放流は、クロアワビ１３０kg、メガイアワビ１００
kgを予定している。マダカアワビの放流は現在県と調整
を行っている。
　マダカアワビの放流は、平成２７年度から行っているが、
なかなか定着しない。魚礁協議会を中心に対策を検討し
ていく。

● 土砂災害ハザードマップ作成委託とは
Q　土砂災害ハザードマップ作成委託約５００万円の内容
は。
A　県の調査により、町内に危険箇所（高低差５メートル
以上で勾配が30度以上の崖地）が約１６０箇所あること
が分かっている。それを土砂災害危険区域とし、マップ
にまとめる。

● 町税の徴収に係る手数料とは
Q　町税の徴収に要する電子預金照会接続手数料約
２４万円の内容は。
A　滞納整理事務を行う際、預金照会を行っている。
　電子預金照会を使うと、一つの書式で関連の銀行に一
斉に照会ができるようになり、事務の省力化が図られる。

● 児童館の遊具設置工事費とは
Q　御宿児童館の遊具設置工事費５００万円の内容は。
A　老朽化して使えなくなった木製の大型遊具を１台撤去
した。新しい遊具を今後選び設置する。
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賛 成 討 論

　投資的に使えるような予算がほとんどない中、

抜け目なくバランスよくというところで、本当に

苦慮しながらの予算編成だと思います。　

　賛成しますが、次の事項を要望します。

　１つ目は、新型コロナウイルス感染症対策です。

日々の生活に支障の出始めている方や、廃業の危

機に瀕している事業者がどの程度いるのか、実態

把握に努め、そういった方に寄り添い、手を差し

伸べられるよう、柔軟かつスピーディーな予算執

行を要望します。

　２つ目は、地域おこし協力隊の新規募集です。

年度途中の採用でも構いませんので、前向きな検

討を要望します。

　３つ目は、学校施設等をこれからどうしていく

のかです。児童数の著しい減少が進む布施小学校

も含めて、非常に難しい判断が迫られています。

一方で、「学校生活の１年」は子どもたちにとって

非常に重要で、すぐに対応すべき状況です。

　町長は、自身の目指すことを明確に示し、方法

は思い切って現場に任せ、職員一人ひとりが自信

と誇りを持って事業を進められるような雰囲気を

庁舎内に作ってください。

北村昭彦 議員
　昨年１２月に石田町長が再選され、これから４

年間、町長は町のかじ取りとして町民に託された

ところです。大きな期待が込められていることと

思います。

　令和３年度御宿町一般会計の予算は、石田町長

が４期目のスタートに際し、住民のために随所に

配慮された予算であると見ることができます。

　予算は 36億 5,300万円と、前年度に比べ１億

2,800万円の減額となっていますが、決して消極

的なものではなく、地域活性化、財政健全化の両

立を念頭に置きながら、町の将来を見据えての予

算編成になっていると思います。

　子育て環境の向上、高齢者の暮らしやすい環境

整備、学習環境向上のための教育施設整備のほか、

コロナ禍によって低迷する地域の立て直しを踏ま

え、時代のニーズに合わせた地方創生の事業が盛

り込まれています。

　この令和３年度御宿町一般会計予算を効率的か

つ効果的に執行していくことにより、本予算が地

域経済の活性を生み、町民の満足度向上につなが

ることを期待します。

藤井利一 議員

※討論の内容は要約しています。

     国民健康保険特別会計
            歳入歳出予算総額　 　 11億 2,946万円
 　後期高齢者医療特別会計
　       歳入歳出予算総額　         1億 7,153万円
 　介護保険特別会計
　       歳入歳出予算総額           10億 8,901万円
 　水道事業会計
　       収益的収入          　            3億    424万円
　       収益的支出　                      3億 2,271万円
　       資本的収入　　　        　 　       703万円
　       資本的支出　　　　         1億     369万円

その他の会計予算 
●介護保険特別会計
　医療・介護・予防・生活支援等が地域で一体的に
確保できる「地域包括ケアシステム」の構築を目標
に、介護予防・日常生活支援総合事業や認知症対策
事業等が行われます。

●水道企業会計
　御宿町の水道事業は、給水開始から約４０年が
経過し、施設の老朽化が進んでいます。施設更新
計画に基づき、中長期的な視点で、合理的かつ効
果的な施設の改修・更新が行われます。
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絶滅危惧種ミヤコタ
ナゴの種の保存
ミヤコタナゴの種の
保存を、町役場の下
にある池で行うこと
を提案しました。

施設設備の優先順位を
安全な学びの場の確
保、校舎整備対策方
針が早急に示される
ことを注視していき
ます。

「生涯活躍のまち・お
んじゅく」推進事業
サービス付き高齢者
向け住宅誘致に向け
た取り組みに注視し
ていきます。

学校給食事務事業
今年度より勝浦市の
学校給食共同調理場
への委託が始まりま
した。運営状況を注
視していきます。

消防施設関係・整備
基金
近年増加傾向にある自
然災害に対応する消防
施設等の整備・管理に
注視していきます。

地方創生推進事業
（地域活性化対策）

コロナ後の社会を見
据えて、住民や事業
者に寄り添った施策
に期待します。

福祉施策の拡充を
少子高齢化社会を迎
え、計画に則った福
祉施策の更なる拡充
を期待しています。

「生涯活躍のまち・お
んじゅく」推進事業
特産品の開発と移住・
交流の促進に向けた
取組に注視していき
ます。

地方創生推進事業
（移住・交流促進事業）

都市部からの人の流
れを造り，人口増加
の一助になることを
期待しています。

人口減少問題と健全
財政対策
議会は議会改革し、
町長と議会で地方創
生を進め、財政再建
を取り組むべきです。

子ども・子育て支援
給付事業
少子化対策として、
更なる子育て支援施
策に取り組むことを
期待します。
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各議員に令和３年度予算への思いを聞いてみました。
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町の新型コロナ対策
　「新しい生活様式への対応」や「町経済の底上げ」など、これまでに町が
行った新型コロナ対策等をまとめました。
　なお、これらの対策は、主に国からの交付金（新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金）が充てられています。２月に交付金の追加が
あり、現在、総額で約３億７千万円が内示額として示されています。

NEW 
３月定例会で予算化公共施設の衛生管理　7,378 万円

●３密対策を踏まえた学習環境の整備
　CO₂モニターやパルスオキシメーター、デジ
タル湿温度計のほか、空気清浄付空調機などを
各施設に設置。

●接触を少なくするための改修
　こども園や御宿中学校に加え、御宿小学校につ
いても、便器の洋式化、手洗い場の自動水栓化等
を行う。また、接触機会を減少させるため、税金
や水道使用料のコンビニ納付開始に要する費用
を計上。

家庭への支援
・プレミアム付商品券の発行
・水道料金の軽減
・こころと健康のケア
・家庭学習の環境整備
・高校受験の学習支援
・ひとり親家庭への支援
・国の特別給付金を受け取って
   いない新生児に対し、同額を支給

地元産業への経済支援
・中小企業等が資金の借入を行った
   際の利子分の支給

・町の感染症蔓延防止施策への
   協力事業者に対する協力金の給付 

・伊勢えび宿泊まつりの支援
・相談窓口の開設支援
・中小企業再建支援金
・プレミアム付商品券の発行
・ふるさと納税ＰＲ

★令和２年度中に行われた事業
　　　                総額 ２億 8,200 万円

地元産業への経済支援　441 万円
●タクシーの感染防止対策に要する費用
　タクシーの車内に除菌用消毒液や飛沫スク
リーンを設置し、感染防止対策に努める。

●観光誘客促進に要する費用
　町に人が訪れるようなオリジナルポスターの
作成や SNS発信などを行い、観光需要の回復に努
める。

●新型コロナウイルス感染症対策利子補給
　基金条例の制定

詳細 ☞ P14  （議案第９号）

公共施設の衛生管理
・検温器や空気清浄機等の設置

・接触を少なくするための改修

・パーテーションの設置等公共施設

   の３密対策

・避難所における３密対策
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コロナウイルスワクチン接種開始

ワクチン接種関係経費
　　　　　4,620 万円
●５月から開始されたワクチン接種に要する費用
　ワクチン接種の体制を整えるため、Web予約システム
やコールセンターの設置、接種に係る看護師等のスタッフ
を確保。
　現在６５歳以上の方を対象とした集団接種が円滑に実施
されています。

質問
順番 質　問　事　項 質問議員

1 １．町長の政治姿勢について 貝塚　嘉軼

2 １．魅力ある地域づくり及び地域活性化について 滝口　一浩

3 １．新型コロナウイルス感染症対策について 
２．地方創生の推進について（特に人口減少問題） 堀川　賢治

4 １．不妊治療費助成事業の実施について 田中とよ子

３月３日　日程第１号　４名の議員が一般質問を行いました。

一般質問
令和 3年第１回定例会

▲医師をまじえたワクチン集団接種訓練

  

NEW
詳細☞ P8～ 11

　５月から新型コロナウイルスワクチンの接種が始まりました。
　それに伴い、令和２年度からワクチン接種体制などに要する
予算が計上され、準備が進められてきました。
　ワクチン接種に要する費用は、全額国からの補助により実施
されます。（家庭や地元産業への支援に充てられる交付金とは別
に交付されます。）
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。

　

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
観
光

施
策
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

社
会
状
況
や
施
策
の
効
果
を

見
極
め
つ
つ
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
で
は

多
く
の
皆
さ
ん
に
訪
問
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
企
画
立

案
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
強
化
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
経
済
対
策
の
両

面
を
踏
ま
え
、
観
光
協
会
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
関
係
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
来
訪

者
、
関
係
者
が
安
全
・
安
心

に
事
業
が
実
施
で
き
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　

（
答
弁
者･･･

産
業
観
光
課
長
）

　

●
観
光
振
興
の

　
　
　
　

重
点
事
業
は

Ｑ
町
長
が
、
昨
年
の
選

挙
時
に
掲
げ
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
１
つ
に
、「
観

光
と
産
業
が
元
気　

活
気
あ

ふ
れ
る
町
」
が
あ
り
ま
す
。

　

私
も
、
町
を
活
性
化
す
る

た
め
に
は
、
交
流
人
口
を
増

や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
、
観
光
関
係
の
事

業
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
観

光
振
興
の
重
点
事
業
は
何
で

す
か
。

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
当
町
に
と
っ
て
最
も

に
ぎ
わ
い
を
生
む
夏
季
シ
ー

ズ
ン
の
行
事
な
ど
が
中
止
に

な
っ
た
こ
と
や
、
緊
急
事
態

措
置
に
伴
う
外
出
自
粛
の
要

請
な
ど
で
観
光
需
要
が
落
ち

込
み
、
宿
泊
、
飲
食
業
を
は

じ
め
、
地
域
産
業
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
３
年
度
に

お
け
る
観
光
振
興
の
重
点
事

業
と
し
て
、
海
水
浴
場
安
全

と
思
い
ま
す
が
、
協
議
の
経

過
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
御
宿
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事

　

業
の
継
続
は

Ｑ
御
宿
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事

業
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
の
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
活
用
し
て
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
で
交
付
金
が
終
了
し

ま
す
。
令
和
３
年
度
は
御

宿
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
を
継

続
す
る
の
で
す
か
。
継
続

す
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
行
い
ま
す
か
。

Ａ
地
域
再
生
計
画
の
中

で
、
当
初
は
６
項
目

で
し
た
が
、
今
は
４
項
目
で

す
。
生
活
支
援
・
支
え
合
い

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
多
世
代
交

流
の
仕
組
み
づ
く
り
事
業
、

特
産
品
の
開
発
事
業
、移
住
・

交
流
促
進
事
業
の
４
事
業
に

つ
い
て
、
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

貝 塚 嘉 軼 議 員

御宿版ＣＣＲＣ事業の継続は

町長 ― しっかりと進めていきたい  

▲旧町営岩和田団地

　令和２年度に倉庫、増築部分を解体しました。

一般質問
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ま
え
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
完

全
予
約
制
で
実
施
し
ま
す
。

　

接
種
開
始
前
に
、
全
て
の

対
象
者
に
接
種
の
た
め
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
戸
別
配
布
し

ま
す
。
接
種
時
期
は
、
５
月

か
ら
開
始
し
、
な
る
べ
く
早

め
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

実
施
体
制
と
し
て
は
、
任

期
付
職
員
と
し
て
採
用
し
た

保
健
師
１
名
を
中
心
に
、
保

健
福
祉
課
職
員
を
若
干
名
加

え
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
採
用
す
る
看
護
師
１
人

と
事
務
員
１
人
で
業
務
に
あ

た
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
接
種
を
す
る
医
師

に
つ
い
て
は
、
町
内
の
一
般

診
療
所
の
医
師
と
看
護
師
に

依
頼
し
、
対
応
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

保
健
福
祉
課
長
）

Ａ
議
会
を
軽
視
す
る
と

い
う
考
え
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
低
迷
す
る

経
済
が
底
上
げ
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
考
え
ま
し
た
の
で
、
そ

の
よ
う
に
発
言
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　

町
の
体
制
は

Ｑ
今
ま
で
に
な
い
規
模

で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
な
り
ま
す
。
実
施
に
あ

た
っ
て
町
の
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
集
団
接
種
は
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
施
設
は

施
設
内
で
嘱
託
の
医
師
な
ど

に
よ
り
接
種
を
行
い
ま
す
。

　

町
が
行
う
接
種
は
、
優
先

順
位
が
あ
り
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
、
高
齢
者
以
外
の
基

礎
疾
患
等
を
有
す
る
方
、
最

後
に
そ
の
他
の
方
の
接
種
を

行
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
計
画
的
な
消

費
と
会
場
の
過
密
対
策
を
踏

様
々
な
要
因
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
こ
う

し
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
充

分
な
協
議
と
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

Ｑ
町
長
の
確
約
に
よ
り
、

事
業
者
は
町
か
ら
の

補
助
金
を
見
込
み
、
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
補

助
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と

で
、
借
り
入
れ
を
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
観
光

協
会
は
、
独
立
し
た
一
つ
の

法
人
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
事

態
に
至
ら
せ
た
町
長
の
責
任

は
重
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
の
補
助
金
は
、
議
会
が

予
算
を
可
決
し
て
初
め
て
執

行
が
で
き
る
こ
と
解
釈
し
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
手
続

が
な
い
ま
ま
、
決
定
し
た
こ

と
の
よ
う
に
、
事
業
実
施
団

体
に
対
し
て
町
の
補
助
を
確

約
す
る
言
動
は
、
議
会
の
議

決
を
軽
視
し
て
い
る
と
し
か

思
え
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

算
の
議
決
以
前
に
補
助
金

を
確
約
し
ま
し
た
が
、
結

果
と
し
て
町
か
ら
の
補
助

金
は
な
く
、
観
光
協
会
は
、

１
５
０
０
万
円
を
借
り
入
れ

ま
し
た
。

　

予
算
提
案
も
な
く
、
議
会

に
よ
る
予
算
の
議
決
も
な
い

時
点
で
、
補
助
を
確
約
し
た

発
言
の
責
任
を
町
長
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

　

Ａ
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
、
経
済
が
低
迷
す
る

中
、
こ
の
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、
町
か
ら
の

補
助
金
を
充
て
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
、
観
光
協

会
が
金
融
機
関
よ
り
資
金
を

借
り
手
当
て
し
た
こ
と
、
こ

の
こ
と
に
お
け
る
今
後
の
協

会
運
営
の
困
難
性
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
面
に
お
い
て
支

え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

国
の
臨
時
交
付
金
を
効
果

的
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
現
場
に
お

け
る
逼
迫
し
た
状
況
や
、
手

続
上
の
詳
細
な
協
議
な
ど
、

●
宿
泊
特
別
ク
ー
ポ

　

ン
事
業
の
実
態
は

Ｑ
宿
泊
特
別
ク
ー
ポ
ン

事
業
の
実
績
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

Ａ
宿
泊
特
別
ク
ー
ポ
ン

事
業
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
が
実
施
主
体
と
な

り
、
再
訪
促
進
を
図
る
た

め
、
お
ん
じ
ゅ
く
伊
勢
え
び

宿
泊
祭
り
期
間
に
宿
泊
さ
れ

た
お
客
様
へ
、
次
回
宿
泊
時

の
割
引
と
し
て
、
５
千
円
、

３
０
４
６
名
分
と
、
２
千

円
、
３
６
４
名
分
の
特
別
宿

泊
ク
ー
ポ
ン
券
が
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用

期
限
は
令
和
３
年
３
月
末
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
月
末

時
点
に
お
い
て
、
５
千
円

ク
ー
ポ
ン
券
が
３
６
５
名
、

２
０
０
０
円
ク
ー
ポ
ン
券
で

は
28
名
、
ト
ー
タ
ル
３
９
３

名
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る

と
伺
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
者･･

産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
こ
の
事
業
を
行
う
に

あ
た
り
、
町
長
は
予

観光協会が行った借入れ
　　　補助金を確約した発言の責任は

町長  ― 今後は充分な協議と連携強化を図っていく

滝 口 一 浩 副議長一般質問
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ト
が
潜
在
し
て
い
ま
す
。
御

宿
町
に
と
っ
て
も
、
新
た
な

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
笑
顔
と
夢
が
膨
ら

む
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。　
　
　
　
　

（
答
弁
者･･･

町
長
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

ル
ス
感
染
症
対
策

　

の
実
態
は

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
国
・
県
・
町
の
そ
れ
ぞ

れ
が
住
民
や
事
業
者
に
対
し

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
ど
の
程
度
活
用
さ
れ

て
い
て
、
ど
れ
程
効
果
が
出

て
い
る
の
か
、
実
態
を
伺
い

ま
す
。

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
る
事
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、
国
・
県
で
は
事
業
者

の
売
上
状
況
な
ど
に
応
じ

て
、
資
金
繰
り
の
支
援
、
持

続
化
給
付
金
、
千
葉
県
中
小

企
業
再
建
支
援
金
な
ど
、
各

種
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
う
し
た
制
度
の
対
象
者

確
保
で
き
る
か
、
人
口
減
少

問
題
に
い
か
に
対
応
す
る
か

と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。

　

方
策
と
し
て
、
町
の
各
種

計
画
に
お
い
て
、
一
貫
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
よ
う
に
、

移
住
定
住
施
策
を
推
進
し
、

来
町
者
に
対
す
る
お
も
て
な

し
に
力
を
尽
く
し
、
御
宿
の

魅
力
を
肌
で
体
感
し
て
い
た

だ
き
、
移
住
定
住
人
口
の
増

加
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
移
住
者
の
受
皿
と

と
な
る
、
空
き
家
の
利
活
用

に
つ
い
て
も
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
、
地
方

に
お
け
る
活
性
創
出
の
ヒ
ン

て
は
、
第
１
期
総
合
戦
略
の

主
要
事
業
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
よ
う
に
、
御
宿
町
発

展
の
た
め
に
大
切
な
事
業
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
達
成
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
テ
レ
ワ
ー
ク
化
や
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
化
が
さ
ら
に
加
速

し
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ
と

移
り
住
む
若
者
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
受
皿
と

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
を
推
進

し
、
企
業
誘
致
な
ど
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
、
地
方
創
生
の
最
も

重
要
な
点
は
、
人
を
い
か
に

●
地
方
創
生
の
推
進
は

Ｑ
地
方
創
生
は
、
東
京

一
極
集
中
を
避
け
て

地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
地
方
に
活
力
を
生

み
出
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
国
は
交
付
金
に
よ
り
財

政
的
に
支
援
し
、
地
方
は
自

主
性
・
主
体
性
を
持
っ
て「
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
む
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

石
田
町
長
が
、
４
期
目
の

町
政
を
担
う
に
あ
た
り
、
公

約
と
し
て
掲
げ
た
全
町
公
園

課
の
設
置
や
御
宿
駅
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
全
町
公
園
課
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
に
お

い
て
議
員
の
皆
さ
ん
に
充
分

に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
判
断
か
ら
、
い
き
な
り
課

の
設
置
は
せ
ず
、
現
在
の
建

設
環
境
課
環
境
整
備
班
を

準
備
室
機
能
と
し
て
位
置

づ
け
、
事
業
内
容
や
人
事
を

含
め
て
体
制
を
整
え
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
宿
駅
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業
に
つ
い

に
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
難
し
い
申
請
な
ど

の
手
続
き
に
つ
い
て
町
で
は

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
支
援

を
進
め
て
き
ま
し
た
。　
　

　

次
に
町
で
は
、
御
宿
町
中

小
企
業
再
建
支
援
金
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い

る
中
小
企
業
者
の
事
業
継
続

や
再
開
を
支
援
す
る
た
め
、

県
中
小
企
業
再
建
支
援
金
の

給
付
を
受
け
た
事
業
者
へ
一

律
10
万
円
を
交
付
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

　

そ
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
町
内
２
３
０
事
業
者
を

対
象
に
申
請
件
数
は
１
０
６

件
、
支
給
額
は
１
０
６
０
万

円
、
支
給
率
で
は
46
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
要
件

が
、
前
年
度
と
比
較
し
て
売

上
げ
が
マ
イ
ナ
ス
50
％
以
上

減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

要
件
的
な
面
で
約
半
数
の
事

業
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
商
工
会
、
観
光
協

会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携

し
、
地
域
の
活
性
化
対
策
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

（
答
弁
者･･･

産
業
観
光
課
長
）

一般質問
堀 川 賢 治 議 員

人口減少問題への取組みは

町長 ― 時代のニーズに応えるチャンスと認識
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一般質問

療
協
議
会
で
詳
細
が
検
討
さ

れ
る
予
定
で
す
。　
　
　
　

　

こ
の
間
の
対
応
と
し
て
、

国
は
今
年
か
ら
不
妊
治
療
の

助
成
額
を
拡
充
し
ま
し
た
。

公
的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
体
外
受
精
に
つ
い
て
、

初
回
30
万
円
、
２
回
目
以
降

15
万
円
と
し
て
い
た
助
成
額

を
、
２
回
目
以
降
も
30
万
円

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

生
涯
で
最
大
６
回
と
定
め
ら

れ
て
い
た
助
成
回
数
を
、
一

子
ご
と
に
最
大
６
回
ま
で
に

増
や
し
、
夫
婦
合
わ
せ
て

７
３
０
万
円
未
満
と
し
て
い

た
所
得
制
限
も
撤
廃
し
ま
し

た
。

　

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
ま

で
の
間
に
行
わ
れ
る
国
の
助

成
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も

に
、
出
産
を
希
望
す
る
世
帯

を
広
く
支
援
す
る
た
め
、
保

険
診
療
が
実
現
し
た
際
、
自

己
負
担
へ
の
助
成
や
保
険
診

療
外
と
な
る
先
進
医
療
な
ど

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
答
弁
者･･･

保
健
福
祉
課
長
）

で
、
当
事
者
の
方
々
に
と
っ

て
は
心
理
的
に
も
心
強
い
思

い
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

　

ぜ
ひ
御
宿
町
に
お
い
て
も

不
妊
治
療
を
行
っ
て
い
る

人
々
に
対
し
、
町
独
自
の
助

成
制
度
の
確
立
を
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
少
子
化
対
策
、

人
口
減
少
対
策
、
移
住
定
住

対
策
を
推
進
す
る
一
助
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
ご
指
摘
の
と
お
り
、

現
在
町
で
は
不
妊
治

療
費
に
対
す
る
独
自
の
助
成

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
妊

治
療
を
行
う
本
町
住
民
は
、

国
が
定
め
て
県
が
実
施
す
る

特
定
不
妊
治
療
支
援
事
業
の

み
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

一
部
報
道
に
も
あ
る
と
お

り
、
国
は
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
不
妊
治
療
の
公
的
医
療

保
険
適
用
の
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。
日
本
産
科
婦
人
科

学
会
な
ど
が
診
療
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
後
、
夏
頃
か

ら
厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
機

関
で
あ
る
中
央
社
会
保
険
医

が
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

近
隣
の
市
町
村
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
な
ぜ
御
宿
町

に
は
な
い
の
か
。
治
療
し
て

い
る
当
事
者
た
ち
は
ど
う
し

て
な
ん
で
す
か
ね
と
疑
問
を

投
げ
か
け
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
実
情
に
つ
い
て
、
町
は

把
握
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

今
ま
で
不
妊
治
療
の
相
談

は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
相
談
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
以
前
は

年
に
１
、２
件
ほ
ど
不
妊
治

療
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。

（
答
弁
者･･･
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
出
生
率
向
上
の
施
策

と
し
て
、
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
の
実
施
に
取
り

組
む
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
不
妊
治
療
に
対
す
る
助

成
だ
け
で
は
、
経
済
的
負
担

や
身
体
、
精
神
的
な
負
担
の

軽
減
は
解
消
で
き
ま
せ
ん

が
、
助
成
金
額
の
多
寡
だ
け

で
は
な
く
て
、
町
か
ら
の
支

援
制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と

Ｑ
御
宿
町
は
、
出
生
率

の
低
下
に
よ
る
少
子

化
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
２
年
３
月
に「
御
宿

町
第
２
期
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
及
び
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
計
画
の
中
で
は
、

出
生
率
が
国
や
県
を
大
幅
に

下
回
っ
て
い
る
こ
と
や
、
晩

産
化
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

出
生
率
の
低
下
の
一
部
に

は
、
出
生
を
望
ん
で
も
な
か

な
か
妊
娠
で
き
な
い
、
子
供

に
恵
ま
れ
な
い
方
も
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て

不
妊
治
療
に
臨
ん
で
い
る
方

も
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
特
定
不
妊

治
療
の
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
県
の
助
成
制
度

と
併
せ
て
県
内
の
市
村
町
で

は
、
54
団
体
中
35
団
体
が
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す（
令

和
２
年
10
月
１
日
現
在
）。

近
隣
の
市
町
村
の
状
況
を
見

ま
す
と
、
夷
隅
・
長
生
・
安

房
地
域
で
は
、
御
宿
町
を
除

い
た
全
て
の
市
町
村
が
実
施

し
て
い
ま
す
。
御
宿
町
だ
け

Ｑ
私
が
勤
務
し
て
い
た

時
代
に
、
福
祉
と
は

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」

が
福
祉
事
業
だ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の「
ゆ
り
か
ご
か

ら
」
を「
懐
妊
か
ら
」
に
し

て
、
産
む
こ
と
が
で
き
る
体

制
づ
く
り
、
経
済
的
支
援
を

は
じ
め
、
産
む
た
め
の
支
援

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
も
少

子
化
対
策
、
人
口
減
少
対
策

と
し
て
重
要
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
が
、町
長
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
何
か
お

考
え
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う

か
。

　

Ａ
出
生
率
の
低
下
に
よ

る
少
子
化
は
、
非
常

に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
人
口
が
一
人
で
も

多
く
な
る
よ
う
に
最
善
の
策

を
取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

（
答
弁
者･･･

町
長
）

少子化対策に
　　不妊治療費助成事業の実施を

町長 ― 人口が多くなるような最善策を

田 中 とよ子 議 員
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３月４日　日程第２号
議案番号 件　　　　名 結　果

議案第１号 　御宿町教育委員会教育長の任命について 同　意

議案第２号 　御宿町教育委員会委員の任命について 同　意

議案第３号 　固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　意

議案第４号 　専決処分の承認を求めることについて（令和２年度御宿町一般会計補正
　予算第９号） 可　決

議案第５号 　町有地土地賃貸借契約の合意解除等の和解について　 可　決

議案第６号 　指定管理者の指定について　 可　決

議案第７号 　御宿町庁舎施設維持管理基金条例の制定について 可　決

議案第８号 　御宿町消防防災施設整備基金条例の制定について 可　決

議案第９号 　御宿町新型コロナウイルス感染症対策利子補給基金条例の制定について 可　決

議案第 10号 　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
　改正する条例の制定について 可　決

議案第 11号 　御宿町出産育児祝金支給条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 12号 　御宿町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 13号 　御宿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 14号 　御宿町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

議案第 15号 　御宿町第４次障害者計画 ･第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画の
　策定について 可　決

議案第 16号 　おんじゅくまち 2021高齢者保健福祉計画、第８期介護保険事業計画の策
　定について 可　決

議案第 17号 　御宿町定員適正化計画の策定について 可　決

議案第 18号 　令和２年度御宿町水道事業会計補正予算（第２号） 可　決

議案第 19号 　令和２年度御宿町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）　 可　決

議案第 20号 　令和２年度御宿町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） 可　決

議案第 21号 　令和２年度御宿町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可　決

議案第 22号 　令和２年度御宿町一般会計補正予算（第 10号） 可　決

提出議案と審議結果



13

３月５日　日程第３号
議案番号 件　　　　名 結　果

議案第 23号 　令和３年度御宿町水道事業会計予算 可　決

議案第 24号 　令和３年度御宿町国民健康保険特別会計予算 可　決

議案第 25号 　令和３年度御宿町後期高齢者医療特別会計予算 可　決

議案第 26号 　令和３年度御宿町介護保険特別会計予算 可　決

●御宿町教育委員会教育長（議案第１号）

　前森　勤 氏（新町区）

　任期　令和 3 年 4 月１日～令和 6 年３月 31 日

●御宿町教育委員会委員（議案第２号）

　吉野　康彦 氏（新町区）

　任期　令和 3 年 4 月１日～令和７年３月 31 日

●固定資産評価委員会委員（議案第３号）

　君塚　一富 氏（実谷区）

　任期　令和 3 年 4 月１日～令和 6 年３月 31 日

　

人 　事和　解

●御宿町地域福祉センター（議案第６号）

　指定管理者　社会福祉法人　御宿町社会福祉協議会
　期間　令和 3 年 4 月１日～令和 6 年３月 31 日

※「指定管理者」とは、自治体等に代わり、公の施設の管理・

　運営をする会社や団体のことです。

指定管理者の指定

●町有地土地賃貸借契約の合意解除等
　の和解（議案第 5号）

　町から土地を借りていた方が亡くなり、法定相

続人から相続放棄がされていることから、財産の

清算事務を行いました。未払賃料や損害賠償等約

150万円の債権を町が放棄するもので、令和３年３

月に和解しました。

議案番号 件　　　　名 結　果

議案第 27号 　令和３年度御宿町一般会計予算 可　決

発議第１号 　御宿町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可　決

議案第 28号 　第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の
　一部を改正する条例の制定について【追加日程】 可　決

議案第 29号 　令和３年度御宿町一般会計補正予算（第１号）【追加日程】 可　決

３月 11 日　日程第４号
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条例制定・改正●出産育児祝金支給条例の改正
 （議案第 11 号）

　子ども１人あたり１０万円が支給されている出産
育児祝金の支給対象が拡大されます。
　出生日において１年以上前から住民票に登録のあ
る方に加えて、出生日から１年以上住民票に登録の
ある方も新たに対象となります。

●後期高齢者医療に関する条例の
　一部改正（議案第 12 号）

　地方税法等の一部を改正する法律により、保険料
の延滞金を算出する際に用いる割合の名称が変更さ
れたことに伴い、文言を整理するため改正しました。

●国民健康保険条例の改正
（議案第 13 号）

　新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改
正する法律に伴い、感染症法に新たに新型コロナウ
イルス感染症に関する項目が設けられたことから、
町条例における新型コロナウイルス感染症の定義を
明確化するため改正しました。

●介護保険条例の改正
（議案第 14 号）

　第８期介護保険事業計画の策定に伴い、第１号被
保険者が負担する介護保険料の額を改正しました。

●庁舎施設維持管理基金条例の制定
（議案第 7 号）

　役場庁舎の老朽化が進んでいることから、非常用
発電設備やエレベーター設備等の計画的な維持管理
を行うため、基金を設置するものです。

●消防防災施設整備基金条例の制定
（議案第 8 号）

　防災行政無線デジタル化整備事業の完了により、
防災行政無線施設整備基金を廃止するとともに、今
後、消防防災施設全般について適正な維持管理を図
るため、新たに消防防災施設整備基金を設置するも
のです。

●新型コロナウイルス感染症対策利子補給
　基金条例の制定（議案第 9 号）

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、中小企
業振興利子補給金交付事業（緊急対策）の融資を受
けた方に対する利子補給に要する経費に充てるた
め、基金を設置するものです。
　なおこの条例は令和８年３月３１日まで適用され
ます。

●非常勤特別職の報酬の改正
（議案第 10 号）

　介護保険条例の改正に伴い介護運営協議会委員報
酬を新たに規定し、また合併協議会が設置されてい
ないことからそれに関する規定を削除しました。
　加えて、活動実態に合わせ、選挙管理委員会委員
報酬を日額から半日額に変更しました。
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●第４次障害者計画 ･ 第６期障害福祉
　計画・第２期障害児福祉計画の策定

（議案第 15 号）

　この計画は、障害のある人をとりまく現状と課題
を踏まえ、今後の障害福祉施策の方向性を定めたも
のです。
　障害福祉サービスの充実や保健・医療の充実のほ
か、障害児支援の提供体制の確保などを掲げていま
す。
　第４次障害者計画は令和３年度から令和８年度ま
での６年間、第６期障害福祉計画及び第２期障害児
福祉計画は令和３年度から令和５年度までの３年
間、計画に基づいて施策が行われます。

● 2021 高齢者保健福祉計画、
　第８期介護保険事業計画の策定

（議案第 16 号）

　この計画は、社会情勢や高齢者をとりまく環境の
変化を踏まえ、住民同士が支え合い、健康・福祉・
介護など様々な分野が連携した支援体制の強化を目
指すためのものです。
　令和３年度から令和５年度までの３年間、この計
画に基づいて施策が行われます。

●令和２年度御宿町一般会計補正予算
　・第９号（議案第４号）【専決】

　歳入歳出それぞれ 1,114 万 2 千円を追加し、補
正後の予算総額は 48 億 8,685 万 2 千円となりまし
た。
　主な内容は、国の新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金を活用し、新型コロナウイルス
感染症対策における速やかなワクチン接種体制を確
保するための経費です。

　・第 10 号（議案第 22 号）

　歳入歳出それぞれ 2,922 万３千円を追加し、補
正後の予算総額は 49 億 1,607 万 5 千円となりまし
た。
　主な内容は、国の新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金を活用し、新生活様式を踏まえ
た学校施設整備やコンビニ納付システムの導入のほ
か、速やかな事業実施に対応するための経費です。

●令和２年度御宿町水道事業会計
　補正予算第２号（議案第 18 号）

　収益的収入を 2,418 万 2 千円減額、収益的支出
を 80 万円増額し、資本的収入及び支出を 242 万
円増額しました。
　主な内容は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴
う支援策として、水道使用料の減額やコンビニ納付
システム導入経費のほか、安心安全な水道水の供給
などにより予算を調整するものです。

　　計画策定

補正予算

●会計年度任用職員の報酬の改正
 （議案第 28 号）

　住民に対する検温の実施やワクチン接種等、保健
衛生業務を行う会計年度任用職員に対し、一般職の
職員と同様に、１日につき千円を超えない範囲で手
当を支給するため改正しました。

●定員適正化計画の策定
（議案第 17 号）

　この計画は、住民ニーズを的確に捉えながら、効
率的な組織運営を図るため、町職員の適正な定員管
理について、計画を策定したものです。
　多様な人材の確保や体制見直しに伴う職員配置の
ほか、職員のメンタルヘルスへの配慮などに努める
とされており、計画期間は令和３年度から令和７年
度までの５年間です。
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●令和２年度御宿町国民健康保険特別
　会計補正予算第２号（議案第 19 号）

　歳入歳出それぞれ 4,088 万 9 千円を削減し、補
正後の予算総額は 11 億 49 万 4 千円となりました。
　主な内容は、保険給付費等の調整するものです。

●令和２年度御宿町後期高齢者医療
　特別会計補正予算第 1 号

（議案第 20 号）

　歳入歳出それぞれ 47 万 1 千円を追加し、補正後
の予算総額は 1 億 6,286 万 8 千円となりました。
　主な内容は、保険料の減額や保険基盤安定拠出金
等の決定によるものです。

●令和２年度御宿町介護保険特別会計
　補正予算第３号（議案第 21 号）

　歳入歳出それぞれ 787 万 6 千円を追加し、補正
後の予算総額は 11 億 3,174 万 9 千円となりました。
　主な内容は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、介護保険料の減額や介護認定審査会の開催回
数の減少など、事業の未実施に伴う不用額を調整す
るものです。

●会議規則の改正（発議第１号）

　提出議員：貝塚嘉軼
　賛成議員：滝口一浩、堀川賢治、髙橋金幹、
　　　　　　北村昭彦
　議員活動と家庭生活との両立支援策など、男女の
議員が活動しやすい環境整備の一環として、育児、
介護などを議会への欠席事由として整備するととも
に、母性保護の観点から、出産については産前・産
後の欠席期間を規定するものです。
　また、請願者の利便性の向上を図るため、議会へ
の請願手続きにおける請願者の押印の義務付けを見
直し、署名又は記名押印に改めるものです。

発　議

●令和３年度御宿町一般会計補正予算
　第１号（議案第 29 号）

　歳入歳出それぞれ 3,505 万 7 千円を追加し、補
正後の予算総額は 36 億 8,805 万 7 千円となりまし
た。
　主な内容は、国の新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金を活用し、新型コロナウイルス
感染症対策におけるワクチン接種事業に係る経費で
す。
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     20日　全員協議会 /議員協議会（第５回）
　　　議会運営委員会
21日　例月出納検査
23日　国保国吉病院組合出納検査

議会議員活動情報 町議会議員の出席した会議や行事などを
紹介します。

（令和３年２月〜令和３年５月）

  3日　第１回定例会（日程第１号）
  4日　第１回定例会（日程第２号）
  5日　第１回定例会（日程第３号）
  8日　夷隅環境衛生組合議会定例会
11日　第１回定例会（日程第４号）
18日　例月出納検査
　　　国保国吉病院組合議会定例会
　　　夷隅郡市広域市町村圏事務組合出納検査
23日　布施学校組合議会臨時会
　　　議会だより編集委員会
25日　御宿駅エレベーター設置整備事業等
　　　促進協議会

３月

４月２月
18日　産業建設委員会協議会（第１回）
19日　夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会
22日　千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会
　　　例月出納検査 /布施学校組合出納検査
24日　国保国吉病院組合出納検査
25日　議員協議会（第４回）/議会運営委員会
26日　定期監査
　　　

12日　議会だより編集委員会
17日　議員協議会（第６回）
19日　議会だより編集委員会
20日　例月出納検査
21日　プール運営委員会
　　　産業建設委員会協議会（第２回）
26日　総務委員会協議会（第１回）

５月

　～お悔やみ～
　御宿町議会議員 市 東　和 之 氏が、令和３年
５月２日にご逝去されました。
　市東議員は、令和元年９月に初当選し、議会
だより編集委員として本誌の編集に携わるなど、
１年７か月の間議員として活動されました。
　ここに氏の生前のご功績を偲び、謹んで哀悼
の意を表します。
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★町ホームページ（http://www.town.onjuku.chiba.jp/）では、議会情報や過去に発行
　された議会だより、会議録等がご覧いただけます。また、議会事務局でも閲覧がで
　きますので、ご連絡ください。　　　　　　　　御宿町議会事務局　℡　0470-68-2515

議会だより２００号発行記念

昔の表紙から振り返る「過去」と「今」

　御宿町議会だよりは、２００回目の発行

を迎えました。これを記念として、今まで

発行した議会だよりの表紙の中から当時撮

影した写真をピックアップし、同じ場所か

ら撮影した現在の様子を表紙でご紹介して

いきます。

　「過去」と「今」ではどのように変化した

のかなど、御宿町を振り返るきっかけにな

ればという思いからこの企画を考えました。

　今回ご紹介する表紙は、昭和４８年５月

に発行した「記念塔（日西墨三国交通発祥

記念之碑）付近の公園づくり」の様子を写

真に収めたものです。

　現在はメキシコ記念公園として階段が整

備され、御宿海岸を一望できる絶好のス

ポットとなっています。

　また当時の議会だより No.5 では、３月

定例議会で「一般会計予算５億２６４０万

円（前年度比２４. ７%の伸び）」の予算案

など、１４議案可決した内容が掲載されて

います。

　この１年間、４回シリーズとして皆様に

昔と今の様子をご紹介していきます。 ▲議会だより No.5 の表紙
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